
日 曜 　　　　　　　１２　月　行　事

１ 金 新入生説明会

２ 土

３ 日

４ 月 人権朝会 人権月間(～22日) ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾚｯｽﾝ(SUL)

５ 火 社会体験チャレンジ(2年)　　 　　 　　 　SUL

６ 水 社会体験チャレンジ(2年)  北部地区道徳研究協議会

７ 木 社会体験チャレンジ(2年)　北部地区学力向上研究会

８ 金

９ 土

10 日 こども学びスタin深谷(中学生の主張の部)

11 月 第2回進路委員会　　   3年･楡の木授業公開 SUL

12 火 生徒朝会(保健) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄMAX  生徒会専門委員会

                              PTA講演会  SUL

13 水 　                           2年授業公開

14 木 3年希望面談・面接練習①

15 金 3年希望面談・面接練習②　    1年授業公開 

16 土    

17 日

18 月 薬物乱用防止教室　　　　　　　　　　　　 SUL

19 火 期末短縮① 給食最終日　大掃除 ﾜｯｸｽがけ   SUL

20 水 期末短縮②　学校運営協議会

21 木 期末短縮③  表彰

22 金 2学期終業式 3年記録通知書配付　

23 土

24 日

25 月 3年記録通知書問合せ対応(9:00～11:00)　 SUL前

26 火 3年私立調査書配付 　　　　　　　　　　 SUL前

27 水                                         

28 木

29 金 年末休業日

30 土

31 日

心を磨く生徒 本気で学ぶ生徒 体を鍛える生徒

渋沢栄一翁は，1931（昭和６）年11月11 栄一翁の考えをまとめた書籍に，『論語と算盤（そろばん）』があります。
日にお亡くなりになりました。 ここでいう「算盤」とは，「経済」のことで
この11月11日を「青淵忌」として，「第 す。「経済」は，「経国済民」の略称です。 夢七訓 青淵 渋沢栄一翁

29回渋沢栄一翁銅像献花式」が深谷駅前広場で行われました。 栄一翁は，自らの判断の拠りどころを『論語』 夢なき者は 理想なし

深谷市では，渋沢栄一翁の命日を「栄一翁語らいの日」とし， におき，一人の幸せのためではなく，皆の幸せ 理想なき者は 信念なし

市を挙げた取組を行っています。幡羅中学校では，全校朝会（リ を求めて，「算盤」，つまり，「経済」を経営の 信念なき者は 計画なし

モートによる朝会）で校長講話，その後に，全校全クラスによ 柱にして500にも上る百年以上続く企業を育てま 計画なき者は 実行なし

る『渋沢栄一翁 こころざし読本』を用いて「道徳の授業」を した。現在，中日ドラゴンズで活躍している根 実行なき者は 成果なし

実施しました。本校では，郷土の偉人，渋沢栄一翁の偉業や功 尾昴選手が，大阪桐蔭高校時代に『論語と算盤』 成果なき者は 幸福なし

績，その人となりを知ることで，万人の幸福を追求し，夢の実 を愛読していたのは，有名な話です。エンゼル 故に

現を成し遂げ，人生を切り拓いていった栄一翁のように，広く スの大谷翔平選手は，『論語と算盤』を薦めら 幸福を求める者は夢なかるべからず

世界で活躍できる人材の育成を目指す契機にしたいと考えてい れ，一度では内容を理解できず，内容を理解す
ます。 るまで何度も読み返したそうです。異なる性質の二つを両立させ，新しい価値を生み
今年は，11日が土曜日にあたるため，９日の給食で，栄一翁 出した栄一翁の教えが，大谷選手をはじめ，多くの人々に影響を与えています。生徒

の好物である「煮ぼう の皆さんにも読んでほしいと思います。そして，栄一翁のように，様々な分野で体験
とう」を給食でいただ したことの中から，自分の得意なものを見つけて，それを継続し，地道に進めていけ
きました。 るとよいと思います。両親の深い愛情の下，母ゑいの慈悲深さと父市郎右衛門の誠意
郷土の偉人「渋沢栄 ある経営術を身に付けた青年栄一は，度重なる挫折に遭いながらも，志を大きくして

一翁」の命日を前に， 進み，今日の私たちを導いてくれています。栄一翁は，「できるだけ多くの人に，で
煮ぼうとうを食しなが きるだけ多くの幸福を与えることが，自分の義務である。」と，言っています。
ら，栄一翁に思いをは 幡羅中学校では，「栄一翁語らいの日」に，全校で取り組む道徳の授業をとおして，
せ，栄一翁について生 栄一翁に対する互いの思いや考えを話し合い，高めながら，栄一翁の生き方，人とな
徒同士が語り合う姿が りを新たに見つめ直す機会にしています。※「経国済民」とは，国を治め，人民を救うこと。
みられました。

11月10日に深谷市民文化会館大ホールにて，「ふるさ
と ふかや・渋沢学フォーラム」が，開催されました。
郷土の偉人渋沢栄一翁の「立志と忠恕」の精神を育み，

持続可能な地域社会を創造していくための実践力を身に
付けた心豊かな人材を育成することを目指すものです。
午前の部では，ふるさと教育を推進する２つの小学校

の成果発表，午後の部では，中学生・高校生が考える「ふ
るさと」の未来について，実践発表と意見交流が行われ
ました。
「ずっと住み続けたい，学び続けたい深谷ってどんな

まちだろう」をテーマに，中学生によるパネルディスカ
ッションが行われました。幡羅中を代表して２名の生徒
が登壇し，堂々と意見を述べていました。
閉会行事では，本校の２年生が，『深谷市歌』と合唱

曲『ＣＯＳＭＯＳ』を力強く歌い上げ，会場の観客を魅
了し，フォーラムに華を添えていました。

11月13日，リモートによる全校集会にて「生徒会本部役員，後期学級委員の任命式
及び生徒会本部引継ぎ式」を行いました。新たな本部役員は，次のとおりです。

会 長 白石 瀬奈(2年)さん
副 会 長 岩田 香凛(2年)さん
〃 大野 業典(1年)さん

本部役員 立部 諒馬(2年)さん
〃 長屋衣知佳(2年)さん
〃 逸見 啓太(2年)さん
〃 大嶋 一榎(1年)さん
〃 八木 大成(1年)さん
〃 渡邉 凛音(1年)さん

第77期生徒会本部役員の皆さんお疲れ様でした。有り難うございました。第78期生
徒会本部役員の皆さん，先輩の思いをしっかりと受け継ぎ，生徒会活動を充実したも
のにしてください。後期学級委員の皆さん，学級・学年のさらなる飛躍をめざして取
り組みましょう。
皆さんで力を併せて

幡羅中学校をますます
活気のある最高の学校
にしましょう。皆さん
の活躍を期待します！

11月２日，防災意識を高める取組
の１つとして，防災無線の指示によ
る「シェイクアウト訓練」を実施し
ました。この訓練は，Shake Out！
（地震を吹き飛ばせ！という造語）
に端を発しています。
地震の揺れに備えるために，かけ

声とともに，地震発生時の安全確保
動作「まず低く，頭を守り，動かない」を身に付けるための世界規模の運動です。
ほんの１分でできる訓練です。備えあれば，憂いなしです。
急な訓練でしたが，幡中生は慌てることなく，落ち着いて行動できました。

お子様をネットトラブル等から守るために，御家庭の御理解と御協力をお願いいたします。

12月5日から7日までの3日間，職場体験学習では，地域の
皆様，保護者の皆様にお世話になります。ご指導のほど，よ

ろしくお願いいたします。

先人に学び，行動力と先見性で国際社会に活躍する人物となれ ～ 栄一翁語らいの日 ～

高く志を抱き 心豊かに

たくましく生きる生徒の育成

学校発展の原動力「信頼・責任・協力」を大切にし，

「文武両道」を実現し，地域と共に歩む学校をめざす

防災への意識を決して忘れないために ～ シェイクアウト訓練 ～

新たな生徒会活動に向けて ～ 任命式・引継式 ～

深谷の未来を考える ～ ふるさと ふかや・渋沢学ﾌｫｰﾗﾑ ～
12月の行事予定


